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執筆者紹介（掲載順） 
 
水野 英雄（みずの ひでお）  
 名古屋大学大学院経済学研究科博士課程後期課程経済学専攻退学。愛知教育大学教育
学部助手、講師、准教授を経て、現在、椙山女学園大学現代マネジメント学部並びに大
学院現代マネジメント研究科准教授。専門は、国際経済学、経済政策、貿易政策、教育
政策、経済教育で、海事関連では「アジアにおけるクルーズ客船市場」を研究テーマと
し、主要論文に「中部地域の観光産業における名古屋港の役割－クルーズ客船による経
済波及効果－」、「日本へのクルーズ客船の寄港とカボタージュ規制」（当誌第 65 集、2016
年）があるほか、農産物貿易、経済教育や教員養成などに関する多数の著書、論文、研
究・教育活動がある。2013 年第１回経済教育学会賞（教育実践部門）受賞。所属学会は
日本経済学会、日本経済政策学会、日本国際経済学会、経済教育学会、応用観光研究会、
日本観光学会、日本港湾経済学会、日本クルーズ＆フェリー学会など。 
 
亀山 嘉大（かめやま よしひろ） 
 中央大学経済学部卒業。京都大学大学院経済学研究科修士課程修了。京都大学博士（経
済学）取得。国際東アジア研究センター研究員、香川大学大学院地域マネジメント研究
科（ビジネススクール）准教授、佐賀大学経済学部准教授を経て、現在、同大学教授。
専門は都市経済学、交通経済学、近年は民間資本を活用したクルーズ船拠点港形成に関
する経済分析、人口減少時代における災害復興と地方創生に関する空間経済学を手掛け
る。その他、高知新港振興プラン検討委員会座長を務める。近著に『復興の空間経済学
－人口減少時代の地域再生－』（共著）、論文に「中四国・九州地域における自動車部品
供給企業の生産性と輸送を含むマーケットポテンシャル」（2018 年第 27 回日本海運経済
学会賞（論文の部）受賞）、「佐賀空港におけるインバウンドの拡大と LCC利用者の旅行
行動」がある。所属学会は応用地域学会、日本海運経済学会、日本交通学会、East Asian 
Economic Association など。 
 
佐伯 直克（さえき なおかず） 
 福岡大学法学部経営法学科卒業。鶴丸海運㈱に入社後、港湾荷役、陸上運送等の業務
に従事。同社退職後、北九州市役所に入職。産業学術振興局商業振興課を経て、港湾空
港局物流振興課、港湾空港局港営課でポートセールスの業務に従事。現在、港湾空港局
クルーズ・交流課に所属し、クルーズ船の誘致に従事している。その他、シンガポール
や香港のクルーズ拠点港の調査訪問を実施している。 
 
行平 真也（ゆきひら まさや） 
 長崎大学水産学部水産学科卒業。九州大学大学院生物資源環境科学府修士課程中途退
学。大分県入庁。水産振興課、農林水産研究指導センター水産研究部を経て、中部振興
局農山漁村振興部において 3年間、臼杵市の水産業普及指導員として水産振興、地域振
興に関わる。和歌山大学より博士（工学）を取得。大分県庁を退職し、大島商船高等専
門学校商船学科助教に就任。現在、同准教授。専門分野は「海を活かしたまちづくり」。
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臼杵市市政アドバイザー。愛媛県西伊予・大分中部地域間交流促進協議会アドバイザー
などを拝命。著書として『魚で、まちづくり！大分県臼杵市が取り組んだ 3年間の軌跡』
がある。2014 年日本航海学会奨励賞受賞。所属学会は日本航海学会、日本沿岸域学会な
ど。 
 
木村 博一（きむら ひろかず） 
 広島大学教育学部卒業。広島大学大学院教育学研究科教科教育学専攻博士課程修了。
愛知教育大学助手、助教授、広島大学学校教育学部助教授などを経て、現在、広島大学
大学院教育学研究科教授、広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校長。博士（教育学）。
専門分野は社会科教育学。社会科教育史研究、社会科授業開発研究などに取り組んでい
る。主な著書に『日本社会科の成立理念とカリキュラム構造』、『農業を学ぶ授業を創る』、
『「高齢者福祉」を学ぶ授業づくりの探究』、『社会科教材の論点・争点と授業づくり 第
２巻 “グローバル化”をめぐる論点・争点と授業づくり』などがある。所属学会は全国社
会科教育学会（副会長）、日本社会科教育学会（評議員）、日本教科教育学会（常任理事）、
日本グローバル教育学会（理事）、日本教育学会、日本カリキュラム学会、日本教育方法
学会など。 
 
村上 忠君（むらかみ ただきみ） 
 神戸学院大学法学部法律学科卒業。因島市立土生小・田熊小教諭、広島大学附属三原
小学校教諭，府中市立北小学校教頭，尾道市立原田小学校教諭を経て、現在、広島大学
附属三原小学校契約教諭。研究教科は社会科。研究テーマは「海から観た社会科」。広島
大学大学院教育学部教育学研究科 木村博一教授とともに教材開発を進める。主要論文
は、「国際的資質を育てる小学校社会科歴史学習～「ノルマントン号事件」と「エルトゥー
ルル号の遭難」を事例として～」。2010 年経済産業省資源エネルギー庁エネルギー環境
教育情報センターの依頼を受け、原子力発電に関する教材開発及び実践内容を講演。「平
成 26 年度エネルギー教育モデル化推進委員会ワーキンググループ」委員（日本科学技術
振興財団）。木村教授と研究サークル「教職人の会」を立ち上げ人材育成にあたる。所属
学会は全国社会科教育学会。 
 
郡司 直孝（ぐんじ なおたか） 
 北海道教育大学教育学部函館校卒業。北海道教育大学大学院教育学研究科修了。修士
（教育学）。長万部町立長万部中学校教諭、鹿部町立鹿部中学校教諭を経て、現在、北海
道教育大学附属函館中学校教諭。研究テーマは、資質・能力の育成を実現するための教
科等横断的なカリキュラム構築、中学校社会科における課題解決的な学習のための単元
構築等。現任校では、研究主任として、次期学習指導要領の趣旨を具現化するためのカ
リキュラム構築や評価・改善の在り方を研究中。2017・2018 年度の２年間、「海洋教育
パイオニアスクールプログラム」（日本財団・東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研
究センター・笹川平和財団海洋政策研究所）採択校として、中学校社会科・地理的分野
における海上輸送に関する単元構築に取り組んでいる。所属学会は日本社会科教育学会、
日本消費者教育学会、法と教育学会。 
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古賀 正広（こが まさひろ） 
 佐賀大学教育学部卒業。福岡県大牟田市内の小学校に勤務し、現在、大牟田市立みな
と小学校校長。大牟田市では、2012 年に市内すべての公立小・中・特別支援学校がユネ
スコスクールに加盟し、学校や地域の特色を生かした持続可能な開発のための教育（ESD）
の推進を行っている。2016 年には、大牟田市教育委員会が、東京大学海洋アライアンス
海洋教育促進研究センターとの海洋教育促進拠点としての連携に関する協定を結び、み
なと小学校は、大牟田市の海洋教育推進モデル校としてカリキュラム開発等の実践的研
究を進めることとなった。それに伴い、推進モデル校の校長として 2017 年に大牟田市海
洋教育推進協議会委員となり、市教育委員会、東京大学、市内海洋教育推進モデル校の
3校と連携して、海を通したESDとしての海洋教育の推進にあたっている。 
 
後藤 祐希（ごとう ゆうき） 
 山形県長井市出身。東京海洋大学海洋工学部海事システム工学科卒業。2015 年東京海
洋大学海事普及会代表として山形県南陽市の海洋教育事業に参画。その後、同大学乗船
実習科航海課程修了。現在、同大学院海洋科学技術研究科博士前期課程海運ロジスティ
クス専攻に在籍中。三級海技士（航海）。専攻は国際法、海事法。所属学会は日本航海学
会。 
 
猪野 忠（いの ただし） 
 国学院大学文学部史学科卒業。埼玉県および山形県で公立中学校社会科教諭。山形県
南陽市教育委員会課長補佐（兼）指導係長、南陽市立赤湯中学校教頭、東置賜郡高畠町
立第四中学校校長、南陽市立赤湯中学校校長、南陽市教育委員会教育次長を歴任し、2010
年から 2018 年 3 月まで南陽市教育委員会教育長。教育長として「第五次南陽市教育振興
計画」を策定し、地域の教育力を連携・連動・一体化させる「地域総合型教育」による
人材育成を推進する。2015 年より同市中等教育課程での海洋教育を主導。2009 年山形県
教育功労者表彰、2018 年地方教育行政功労者表彰（文部科学大臣）を受賞。 
 
神田 英宣（かんだ ひでのぶ） 
 慶應義塾大学理工学部卒業。東京海洋大学大学院博士前期課程修了。民間企業を経て
海上自衛隊入隊。艦艇勤務（護衛艦、砕氷艦、輸送艦）、海上自衛隊幹部候補生学校教官、
防衛庁防衛政策局 BMD 研究室、統合幕僚会議事務局第 5 室、海上幕僚監部防衛部、第
１術科学校生徒隊長、防衛研究所政策研究部を経て、防衛大学校防衛学教育学群戦略教
育室准教授。専門分野は海洋安全保障。主な論文に、「ギニア湾の海賊対策－国際協力と
課題」（当誌第 65 集、2016 年）、「海洋における軍事活動の無人化－USV・UUV の自律
能力の射程」、「海洋の非伝統的安全保障－オーストラリアの脅威認識と対応」、「海底ケー
ブルの海洋管轄権－サイバー空間における防御機能の追求」、「有人国境離島の排他的経
済水域における海洋保護区設定」（2017 年第 9 回「海の日」論文優秀賞受賞）がある。
所属学会は国際安全保障学会、日本防衛学会、日本島嶼学会。 
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長谷 知治（はせ ともはる） 
 東京大学法学部卒業。運輸省（現国土交通省）入省。運輸省運輸政策局貨物流通企画
課、近畿運輸局運航部輸送課長、国土交通省海事局総務課専門官、同油濁保障対策官（外
航課課長補佐併任）、人事院在外派遣研究員（英国運輸省海事局）、東京大学公共政策大
学院特任准教授、国土交通省総合政策局地球環境政策室長、鉄道・運輸機構総務課長等
を経て、東京大学公共政策大学院特任教授。船舶職員法、油濁損害賠償保障法の改正や、
油濁損害に係る追加基金議定書の策定等に従事。当誌第 59 集、2010 年掲載論文「環境
に優しい交通の担い手としての内航海運・フェリーに係る規制の在り方について～カボ
タージュ規制と環境対策を中心に～」は、2011 年山縣勝見賞論文賞を受賞。所属学会は
日本公共政策学会、日本海洋政策学会。 
 
高橋 孝治（たかはし こうじ） 
 日本文化大学法学部卒業。法政大学大学院修了（会計修士・MBA）。都内社労士事務
所勤務の傍ら放送大学大学院修了（修士（学術）、研究領域：中国法）。中国政法大学刑
事司法学院博士課程修了（法学博士）。立命館大学および九州産業大学客員講師、台湾勤
務を経て、現在、立教大学アジア地域研究所特任研究員。研究領域は、比較法（中国法・
台湾法）、中国社会を素材にした法社会学。特定社労士有資格者、行政書士有資格者、海
事代理士有資格者、法律諮詢師（中国の国家資格「法律コンサル士」。初の外国人合格）。
著書に『ビジネスマンのための中国労働法』、『中国年鑑 2018』（共著）など。論文に「中
国における劇場的法律観という試論」「高等教育における分離区分への疑義――法学と
数学を素材にして――」（科学・技術研究 2018 年第 2 回優秀論文賞受賞）など。所属学
会はアジア政経学会、日中社会学会、東アジア学会など。 
 

（敬称略） 
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